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今
年
度
も
十
月
よ
り
、
Ｉ
Ｓ

Ｊ
Ｐ
（Interreligious Study in 

Japan P
rogram

）
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
七
名
の

参
加
者
を
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
か
ら

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
参
加
者
を

お
迎
え
で
き
て
い
る
こ
と
に
は
、

研
究
所
と
し
て
も
大
変
な
や
り
が

い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

く
だ
さ
っ
て
い
る
教
会
の
皆
さ

ま
、
賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

ん
（
ド
イ
ツ
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
地
方

代
理
牧
師
）、
ミ
リ
ヤ
・
ラ
ン
ゲ
さ

ん（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
大
学
院
）、

マ
リ
ー
・
テ
レ
ス
・
ル
イ
ポ
ル
ド

さ
ん
（
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
大

学
院
）、マ
ヤ
・
ペ
ト
ル
ス
さ
ん
（
ス

イ
ス
の
教
会
牧
師
）、
リ
コ
・
ペ
ッ

ト
ソ
ル
ド
さ
ん
（
シ
ー
メ
ン
ス
社

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
の
七
名
の
皆

さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
の
参
加
者
の
多
く
は

神
学
部
の
学
生
・
院
生
や
、
現
役

の
牧
師
の
方
で
す
が
、
学
び
た
い

と
い
う
希
望
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば

そ
の
他
の
職
種
の
方
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
。

　

以
前
に
は
、
リ
ー
さ
ん
と
い
う

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
鉄
道
関
係
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
方
も
参
加
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
も
と
き
ど
き
日

本
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
て
、
当
研
究

所
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま

す
。
期
間
中
、
参
加
者
一
同
で
関

西
学
院
大
学
を
訪
問
さ
れ
た
際
、

ち
ょ
う
ど
学
内
に
献
血
車
が
来
て

い
て
、
リ
ー
さ
ん
は
、
せ
っ
か
く

だ
か
ら
と
献
血
ま
で
し
て
い
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
二
○
一
七
年
度
は
、

ス
イ
ス
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭

の
ロ
ル
フ
・
ツ
ム
テ
ュ
ル
ム
さ
ん

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
終
了
後
は
、
徒
歩
で
長
崎
ま
で

二
十
六
聖
人
の
旅
路
を
た
ど
る
巡

礼
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

他
に
も
、
色
々
な
方
を
お
迎
え

し
て
き
ま
し
た
。ず
っ
と
半
袖
シ
ャ

ツ
で
、
寒
い
の
で
は
な
い
か
な
、

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
で

例
年
共
同
運
営
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
参
加
者
を
紹
介
し
て
く
れ
て
い

る
ド
イ
ツ
の
教
会
間
協
力
組
織
Ｅ

Ｍ
Ｓ
（Evangelical M

ission in 
Solidarity

）
に
も
改
め
て
感
謝
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

参
加
者
の
来
日
が
ち
ょ
う
ど
台

風
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
と
重
な
り
（
関

空
が
使
え
な
く
な
っ
た
時
期
で

す
）、
心
配
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
度
も
、
和
気
藹
々
と
し
た
た

い
へ
ん
よ
い
雰
囲
気
で
進
み
ま
し

た
。
参
加
者
の
お
一
人
が
お
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た
時
は
、
シ
ャ
ン

パ
ン
を
も
っ
て
き
て
お
祝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
講
義
で

居
合
わ
せ
た
私
と
、
川
原
崎
さ
ん

も
ご
相
伴
に
あ
ず
か
ら
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

今
期
は
、
サ
ン
ド
ラ
・
マ
リ
ー
・

ベ
ヴ
ェ
ル
ン
ゲ
ン
さ
ん
（
ゲ
ッ
チ

ン
ゲ
ン
大
学
大
学
院
）、
ハ
ン
ネ

ス
・
ブ
ラ
ー
ド
・
ヴ
ェ
ル
ネ
ル
さ

ん
（
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
大
学

院
）、
カ
ッ
ソ
ラ
・
ロ
レ
ン
ゾ
さ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
歓
迎
会

参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
（
九
月
十
八
日
）

「
日
本
の
諸
宗
教
に
学
ぶ
ー

対
話
と
研
修
（
Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
）
二
○
一
八
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

岩
野
祐
介

　〒 602-8011	 京都市上京区烏丸通下立売上ル桜鶴円町 380	 Tel: (075) 432-1945　 Fax: (075) 432-1946　
　　	 振替：01060-6-2555        	 E-mail:studycen@mbox.kyoto-inet.or.jp
	 http://nccisjpnew.wixsite.com/ncccenter	 http://nccisjpnew.wixsite.com/nccisjp

１



２

服
を
買
い
た
い
け
れ
ど
ど
れ
も
サ

イ
ズ
が
小
さ
す
ぎ
る
、
と
困
っ
て

い
た
方
（
た
し
か
、
柔
道
を
や
っ

て
い
る
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
）
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
が
気
に
入
っ
て
、
毎

日
食
べ
歩
い
て
い
る
と
い
う
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
皆
さ
ん
は
日
本

的
感
覚
か
ら
見
る
と
、
非
常
に
自

由
な
感
じ
で
、
一
緒
に
伏
見
稲
荷

大
社
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、「
夕
方
か
ら
行
き

た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」、
あ
る
い

は
味
わ
い
深
い
竹
藪
の
道
が
あ
っ

て
、「
雰
囲
気
が
い
い
か
ら
こ
っ
ち

に
行
っ
て
み
た
い
」「
自
力
で
帰

れ
る
か
ら
大
丈
夫
」
等
々
、
ど
ん

ど
ん
頭
数
が
減
っ
て
い
っ
て
、
自

転
車
を
停
め
て
い
た
大
鳥
居
の
と

こ
ろ
ま
で
戻
っ
て
き
た
の
は
私
を

ふ
く
め
二
人
だ
け
、
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
天
理
教

本
部
神
殿
訪
問
の
た
め
天
理
に
行

く
途
中
、
Ｊ
Ｒ
の
車
窓
か
ら
任
天

堂
の
社
屋
が
見
え
て
、「
あ
れ
が

任
天
堂
！
」
と
大
変
感
激
し
て
い

た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
参
加
者
の
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
、
興
味
深
い
「
日
本
滞
在
記
」

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
わ

た
し
も
数
年
前
、も
う
少
し
若
か
っ

た
こ
ろ
は
色
々
お
出
か
け
に
つ
き

あ
っ
た
り
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
の
内
容
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
宗
教
間
理
解
、
宗

教
間
協
力
を
テ
ー
マ
と
す
る
七
つ

の
コ
ー
ス
で
、
全
一
○
回
の
講
義

を
英
語
で
実
施
し
て
い
ま
す
。「
仏

教
」、「
仏
教
テ
キ
ス
ト
講
読
」、「
日

本
の
キ
リ
ス
ト
教
」、「
神
道
と
民

俗
宗
教
」、「
新
宗
教
」、「Theology 

in D
ialogue

」、「
日
本
の
文
化
と

歴
史
」
で
す
。

　
「
仏
教
」
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン

ウ
ェ
イ
先
生
（
大
谷
大
学
）、
ト
ー

マ
ス
・
カ
ー
シ
ュ
ナ
ー
先
生
（
臨

済
宗
僧
侶
）
の
ご
担
当
で
す
。

　
「
仏
教
テ
キ
ス
ト
講
読
」
は
、
寺

本
知
正
先
生
（
当
研
究
所
研
究
員
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
僧
侶
）
を
メ

イ
ン
に
、
市
川
定
敬
先
生
（
仏
教

大
学
、
浄
土
宗
僧
侶
）
に
も
ご
担

当
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
」は
、様
々

な
立
場
の
講
師
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
日
沖
直
子
先
生
（
南
山
宗
教

文
化
研
究
所
）、
ロ
ジ
ェ
・
ヴ
ァ
ン

ジ
ラ
・
ム
ン
シ
先
生
（
カ
ト
リ
ッ

ク
司
祭
、
南
山
大
学
）、
山
本
俊
正

先
生
（
関
西
学
院
大
学
）、
岩
城
聰

授
業
（
仏
教
テ
キ
ス
ト
講
読
）

Theology in Dialogue　（関西学院大学神学部チャペル、興聖寺・琴坂）

先
生
（
日
本
聖
公
会
司
祭
）、
ク
ラ

ウ
ス
・
シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
先
生
（
同

志
社
大
学
名
誉
教
授
）、
そ
し
て
岩

野
祐
介
（
関
西
学
院
大
学
、
当
研

究
所
副
所
長
）
で
す
。

　
「
神
道
と
民
俗
宗
教
」
は
、
ペ
ト

ロ
・
ク
ネ
ヒ
ト
先
生
（
南
山
大
学

名
誉
教
授
）
が
ご
担
当
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

　
「
新
宗
教
」
は
、
岡
田
正
彦
先
生

（
天
理
大
学
）、森
下
三
郎
先
生
（
天

理
大
学
）、
那
須
英
勝
先
生
（
龍
谷

大
学
）、ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ト
リ
ー

ベ
ル
先
生
（
関
西
学
院
大
学
）
の

ご
担
当
で
す
。

　
「Theology in D

ialogue

」
は

二
○
一
五
年
九
月
関
西
学
院
大
学

神
学
部
と
当
研
究
所
と
の
間
で
学

術
交
流
、
国
際
交
流
及
び
教
育
研

究
面
に
お
け
る
相
互
協
力
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
授
業
の

提
供
に
よ
る
科
目
で
す
。
担
当
は
、

神
学
部
教
授
の
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ィ

ダ
ー
先
生
で
、
毎
年
、
関
西
学
院

大
学
の
学
生
さ
ん
と
一
緒
に
授
業

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
文
化
と
歴
史
」
は
、
二

○
一
八
年
度
か
ら
新
し
く
開
講
さ

れ
た
科
目
で
、
デ
ト
レ
フ
・
シ
ャ

ウ
ベ
ッ
カ
ー
先
生
（
関
西
大
学
名

誉
教
授
）
が
ご
担
当
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
市
川
先
生
、
シ
ャ
ウ
ベ
ッ

カ
ー
先
生
、
谷
口
愛
紗
さ
ん
（
大

谷
大
学
大
学
院
）
が
大
変
よ
く
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
谷
口
さ

ん
に
は
、
他
に
も
日
常
生
活
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
日
本
語
ク
ラ
ス
、「
仏
教
テ

キ
ス
ト
講
読
」
な
ど
も
含
め
、
来

日
前
か
ら
参
加
者
と
連
絡
を
と
り
、

様
々
な
面
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

開
講
前
に
は
、
研
究
所
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
宮
庄
哲
夫
所
長
、

土
井
健
司
副
所
長
、
岩
野
、
谷
口

さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
（
九
月

十
八
日
）。

　

十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
こ
れ
ら

の
コ
ー
ス
の
講
義
が
実
施
さ
れ
た

後
は
、
一
週
間
東
京
で
も
フ
ィ
ー

ル
ド
ト
リ
ッ
プ
と
特
別
講
義
か
ら

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い

ま
す
。富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

の
岡
田
仁
総
主
事
が
、全
体
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
て
い
ま



３

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
宣
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
十
二
月
十
四
日
）　

立
正
佼
成
会
（
十
二
月
十
五
日
）

を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
あ
ら
た

め
て
、
岡
田
総
主
事
の
ご
尽
力
に

感
謝
す
る
次
第
で
す
。
最
終
日
の

日
曜
に
は
、
品
川
に
あ
る
ド
イ
ツ

語
福
音
教
会
（Kreuzkirche

）
の

礼
拝
に
も
参
加
し
ま
す
。

　

こ
れ
で
一
応
Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ｐ
の
公
式

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
了
し
ま
す
が
、

こ
の
後
、個
人
で
様
々
な
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
計
画
し
て
、
教
団
の

佐
渡
教
会
、
真
命
山
（
カ
ト
リ
ッ

ク
の
諸
宗
教
対
話
・
霊
性
交
流
セ

ン
タ
ー
）
あ
る
い
は
沖
縄
な
ど
に

出
か
け
る
参
加
者
が
多
い
で
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
主
催
し

て
、
参
加
者
同
士
の
振
り
返
り
の

集
い
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
再
来
日
し
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ま
す
ま
す
有
意

義
な
も
の
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
は
じ
め
と
し
た
世
界
の
皆
さ
ん

に
、
豊
か
な
宗
教
体
験
、
文
化
体

験
の
機
会
で
あ
り
つ
づ
け
て
ほ
し

い
と
願
い
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
宗
教
研
究
所

は
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
祈

り
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
く
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
副
所
長
）

　

す
。
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
靖
国

神
社
と
遊
就
館
研
修
ツ
ア
ー
、
浄

土
宗
見
樹
院
、
鎌
倉
へ
の
一
日
ツ

ア
ー
（
教
団
紅
葉
坂
教
会
荒
井
仁

牧
師
）、
富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン

タ
ー
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
Ｎ
Ｃ

Ｃ
平
和
教
育
資
料
館
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
宣
教
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
、

そ
し
て
立
正
佼
成
会
本
部
を
訪
問

し
、
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

靖
国
神
社
（
十
二
月
十
一
日
）

富
坂
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
十
二
月
十
三
日
）

　

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
は
、
新
し
い
滞
在
先
と
し
て

仏
教
大
学
の
留
学
生
寮
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営

委
員
で
も
あ
る
仏
教
大
学
の
市
川

先
生
の
尽
力
で
、
研
究
生
に
な
る

こ
と
で
大
学
の
国
際
交
流
会
館
に

入
寮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
研
究
生
の
費
用
は

発
生
し
ま
す
が
、
寮
費
と
合
わ
せ

て
も
他
の
滞
在
先
と
同
程
度
で
す

し
、
寮
で
の
他
の
留
学
生
と
の
交

流
や
仏
教
大
学
と
の
関
係
等
を
考

慮
す
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後

に
と
っ
て
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

今
回
は
ミ
リ
ヤ
さ
ん
と
ハ
ン
ネ
ス

さ
ん
の
二
人
の
学
生
が
入
寮
し
ま

し
た
。
寮
は
ア
ジ
ア
か
ら
仏
教
を

学
び
に
来
て
い
る
留
学
生
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
彼
ら
と
の
良
い
交

流
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
日
本
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア

と
の
交
流
を
課
題
と
し
て
い
た
こ

と
に
一
歩
踏
み
出
せ
る
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
十
八
日
に
は
参
加
者
が

自
分
た
ち
で
用
意
し
た
お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。

事
情
で
先
に
帰
国
し
た
マ
リ
ー
テ

レ
ス
さ
ん
以
外
の
六
名
の
う
ち
二

人
が
北
海
道
旅
行
中
で
し
た
の
で
、

四
名
で
し
た
が
、
上
記
の
仏
大
の

寮
や
大
谷
大
学
と
の
交
流
会
で
親

し
く
な
っ
た
学
生
や
留
学
生
等
五

名
が
参
加
し
て
賑
や
か
な
会
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
席
で
四
名
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
証
を
渡
す
際
に

は
、
北
海
道
旅
行
中
の
二
名
が
ス

マ
ホ
の
ビ
デ
オ
中
継
で
飛
び
入
り

す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
（
写

真
左
二
人
目
リ
コ
さ
ん
の
手
の
ス

マ
ホ
）。
こ
れ
も
ネ
ッ
ト
時
代
の
参

加
の
方
法
？　
　

 　
（
宮
庄
哲
夫
）

修
了
証
授
与

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
一
言
》



４

　

最
近
や
た
ら
と
「
神
」
の
文
字

を
目
に
す
る
。

　

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
、
サ
ッ
カ
ー
の
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ

戦
で
日
本
代
表
の
あ
る
選
手
が
、

ゴ
ー
ル
近
く
で
相
手
チ
ー
ム
の
選

手
の
放
っ
た
ボ
ー
ル
を
手
で
遮
っ

た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、サ
ッ
カ
ー

で
は
手
や
腕
を
使
う
の
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
。
ハ
ン
ド
の
可
能
性
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
場
面
で
は
た
ま

た
ま
当
た
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
で
続
行
と
な
っ
た
。
記

事
に
よ
る
と
ビ
デ
オ
・
ア
シ
ス
タ

ン
ト
・
レ
フ
ェ
リ
ー
（
Ｖ
Ａ
Ｒ
）

の
導
入
が
近
く
予
定
さ
れ
て
お
り
、

も
し
適
用
さ
れ
て
い
れ
ば
ハ
ン
ド

の
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
ボ
ー

ル
を
遮
っ
た
そ
の
手
を
指
し
て
、

記
事
で
は
「
神
の
手
」
と
表
現
し

て
い
た
。

　

人
が
意
識
し
て
手
で
遮
っ
た
の

で
あ
れ
ば
反
則
だ
が
、
そ
う
で
は

な
い
。
た
ま
た
ま
ボ
ー
ル
に
手
が

当
た
っ
て
し
ま
っ
た
そ
の
偶
然
性

と
、
ゴ
ー
ル
を
と
ら
れ
ず
日
本
側

現
代
社
会
に
お
け
る
「
神
」
！
、「
神
」
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

土
井
健
司

に
有
利
に
働
い
た
こ
と
が
重
な
っ

て
「
神
の
手
」
と
言
わ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
う
い
う

言
い
方
が
以
前
か
ら
あ
っ
て
、
定

着
し
て
い
る
印
象
す
ら
あ
る
。
ち

な
み
に
「
神
の
手
」
を
検
索
し
て

み
る
と
、ス
マ
ホ
の
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー

ム
の
名
前
、
あ
る
い
は
優
秀
な
外

科
医
の
手
な
ど
を
指
す
の
に
使
わ

れ
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。

　

他
に
は
「
神
対
応
」
と
い
う
言

葉
も
よ
く
目
に
す
る
。
理
不
尽
だ

が
執
拗
な
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る
お

客
に
た
い
し
て
店
側
が
丁
寧
に
対

応
し
、
加
え
て
お
客
が
納
得
し
て

ク
レ
ー
ム
を
止
め
る
と
い
っ
た
場

合
な
ど
に
使
う
ら
し
い
。
会
社
や

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
事
例
が
見
ら
れ

る
。
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
と
、「
神

の
手
」
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
く
ら
い
多
く
の
記
事
が
ヒ
ッ
ト

す
る
。
目
立
つ
の
は
、
芸
能
人
が

番
組
の
な
か
で
示
す
も
の
。
あ
る

ド
ラ
マ
の
宣
伝
用
の
記
者
会
見
が

あ
っ
た
が
、
無
事
に
終
わ
っ
た
後
、

出
演
者
が
自
分
の
目
の
前
の
テ
ー

ブ
ル
を
片
付
け
は
じ
め
た
と
こ
ろ

ス
タ
ッ
フ
も
恐
縮
し
、
彼
の
丁
寧

な
対
応
に
「
神
対
応
」
と
記
す
記

事
。
と
き
ど
き
見
て
い
る
「
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
番
組
の
な
か

で
、
大
変
失
礼
な
質
問
を
繰
り
返

す
雑
誌
記
者
に
対
し
て
あ
る
芸
能

人
が
、
決
し
て
怒
ら
ず
、
と
き
に

は
冗
談
や
ダ
ジ
ャ
レ
で
か
わ
し
つ

つ
親
切
に
対
応
し
た
こ
と
を
指
し

て
「
神
対
応
」
と
い
う
記
事
な
ど
。

　

そ
う
い
え
ば
ド
ラ
マ
で
「
神
の

舌
を
も
つ
男
」と
い
う
も
の
も
あ
っ

た
。「
神
」
の
舌
！

　

さ
て
宗
教
者
と
し
て
、
単
純
に

こ
れ
を
喜
ん
で
よ
い
の
か
ど
う
か
、

悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

た
し
か
に
今
の
時
代
、「
神
」
と

い
う
言
葉
は
、
日
常
か
ら
は
消
え

つ
つ
あ
り
、
私
た
ち
が
普
段
生
活

す
る
と
こ
ろ
で
は
使
わ
な
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
と
に

か
く
「
神
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
よ
い
傾

向
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。「
神
」

と
い
う
言
葉
に
親
し
み
、
何
か
し

ら
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
一
概
に
否
定

す
る
こ
と
も
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
世
俗
化
の
一

つ
で
も
あ
っ
て
、
た
ん
な
る
レ
ト

リ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え

る
。「
神
対
応
」を
口
に
す
る
人
が
、

だ
か
ら
信
仰
心
を
も
つ
よ
う
に
な

る
と
は
思
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら「
神

の
手
」
で
も
「
神
対
応
」
で
も
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
述
語
で
あ
っ
て
、

何
か
を
形
容
す
る
言
葉
だ
か
ら
。

つ
ま
り
何
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
神
」

と
い
う
も
の
は
主
体
と
し
て
は
現

れ
な
い
。
私
た
ち
が
祈
り
、
語
り

か
け
、
応
答
を
期
待
す
る
よ
う
な

何
か
意
志
を
も
ち
、
思
惟
し
、
人

格
的
に
対
峙
す
る
、
そ
う
い
う
主

体
的
存
在
の
こ
と
を
言
う
の
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
も
修
飾
語
で
あ

る
。

　

そ
れ
で
も
、
私
が
専
門
と
す
る

古
代
世
界
を
考
え
る
と
、
ギ
リ
シ

ア
語
の
「
テ
オ
ス
」
で
あ
れ
ラ
テ

ン
語
の
「
デ
ウ
ス
」
で
あ
れ
、
そ

れ
ら
は
元
来
い
ず
れ
も
述
語
的
で

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
ウ
ィ
ラ

モ
ー
ビ
ッ
ツ
・
メ
レ
ン
ド
ル
フ
と

い
う
古
典
学
者
が
百
年
以
上
も
前

に
見
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ

の
学
説
は
い
ま
で
も
否
定
さ
れ
て

は
い
な
い
と
思
う
。
た
と
え
ば
人

が
偶
然
出
逢
っ
た
他
人
を
助
け
る

と
い
っ
た
場
合
、こ
の
行
為
は
「
神

で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
行
為
に

つ
い
て
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の

編
集
後
記

　

い
つ
も
は
ク
リ
ス
マ
ス
前

に
発
行
す
る「
研
究
所
ニ
ュ
ー

ス
」
で
す
が
、
今
回
は
「
Ｉ

Ｓ
Ｊ
Ｐ
二
〇
一
八
」
の
報
告

を
主
と
す
る
た
め
プ
ロ
グ
ラ

ム
全
体
が
終
わ
る
時
期
に
発

行
を
遅
ら
せ
ま
し
た
。
大
変

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
皆
さ
ま
か
ら
頂

い
た
寄
付
に
よ
っ
て
実
施
で

き
て
お
り
ま
す
。
ご
支
援
を

深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｄ
）

偶
然
の
出
逢
い
と
出
来
事
の
場
が

神
々
し
く
経
験
さ
れ
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
場
に
お
い
て
「
神
的
な

も
の
」
が
現
成
し
て
く
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

　
「
神
対
応
」
と
言
わ
れ
る
「
神
」

の
う
ち
に
何
か
本
当
に
宗
教
的
な

も
の
が
現
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う

か
、
正
直
、
私
に
は
判
断
で
き
な

い
。「
神
」
な
る
も
の
が
軽
く
な
っ

て
、
ア
ブ
ナ
イ
も
の
を
感
じ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。現
代
に
お
い
て「
神
」

を
語
る
の
は
難
し
い
、
と
つ
く
づ

く
思
う
。　
　
　
　
（
副
理
事
長
）


